
宿泊権NFT利用ルール

宿泊権NFT利用ルール（以下「本ルール」といいます）は、株式会社LIFULL Financial（以下「当
社」といいます）が提供する宿泊権NFT（第1条で定義します）の利用に関するサービス（以下「宿
泊権NFT利用サービス」といいます）について適用されます。
宿泊権NFT保有者（第1条で定義します。以下同じ）は、本ルールに同意の上、宿泊権NFT利用
サービスを利用するものとします。また、宿泊権NFT保有者は、本規約（第1条で定義します）、宿
泊施設（第1条で定義します）の宿泊約款、その他宿泊権NFT利用サービスに関連して当社が別
途定めるガイドライン等（宿泊権NFT利用サービスに関連して掲載されるコンテンツを含みます
が、これに限りません。以下、本ルールと総称して「本ルール等」といいます）を遵守するものとし
ます。
本ルールで定めのない事項については、本規約が適用されます。また、本ルールで使用する用
語は、本ルールで別途明確に定義する場合を除き、本規約の定義によるものとします。

第１章（本ルールの適用等）
第1条（用語の定義）
本ルールにおいて、次の用語はそれぞれ次の意味で使用するものとします。
1. 「オペレーター」とは、宿泊施設の所有者が指定する管理者をいいます。
2. 「宿泊契約」とは、第2条第1項に規定する宿泊契約をいいます。
3. 「宿泊施設」とは、当社が運営する以下の施設をいいます。

名称：rinne 2nd living
住所：栃木県那須郡那須町高久乙字遅山3376番地991
別荘地番号：唐松平151

4. 「予約サイト」とは、当社が提供する宿泊施設を、宿泊権NFT利用サービスを利用して予約す
るためのウェブサイトをいいます。

5. 「本規約」とは、当社が別途定める会員権NFT購入サービス利用規約をいいます。
6. 「会員権NFT」とは、当社がLIFULL STAY MEMBERSHIPと呼称する、本規約第7条に定め

る有効期限内において、当社が指定するサービスを利⽤することができる会員権を表章す
る、ブロックチェーン上で発⾏されるトークンをいいます。

7. 「宿泊権NFT」とは、当社がLIFULL STAY TICKETと呼称する、本規約第7条に従って会員権
NFTを保有する利用者に対して付与される、当社が指定するサービスを利用することができ
る権利を表章する、ブロックチェーン上で発⾏されるトークンをいいます。

8. 「宿泊権NFT保有者」とは、利用者のうち宿泊権NFTを保有する者をいいます。

第２章（宿泊契約等）
第2条（宿泊契約の成立等）
1. 宿泊権NFTを利用して宿泊施設に宿泊しようとする者は、LIFULL STAYウェブサイト上で指

定する予約サイトにおいて、当該宿泊権NFTが表章する権利の利⽤に係る宿泊予約の申込
みを、宿泊権NFTの有効期間内の⽇付を選択の上、行うことができます。宿泊予約の開始日
は、LIFULL STAYウェブサイト上で通知いたします。宿泊予約の申込みは、宿泊日の10日前
まで可能です。当社が予約サイトで当該申込みを受信した時点で、宿泊予約の申込みが⾏
われたものとし、予約サイト上で当該申込みを受け付けた旨の表⽰がされた時点をもって、宿
泊契約が成⽴します。宿泊契約の内容は、宿泊する宿泊施設の宿泊約款によるものとしま
す。

2. 前項により宿泊契約が成立した場合には、宿泊権NFT保有者は、宿泊権NFTを当社の指定
するウォレットに送付するものとします。当該送付は、送付期限（当該宿泊契約成立後5日以
内、又は宿泊日の10日前のいずれか早い時点）までに行うものとします。当該送付期限まで
に宿泊権NFTの送付がなかった場合には、宿泊契約は自動的にキャンセルとなります。

3. 宿泊権NFTの有効期間は、当該宿泊権NFTが付与された年の12月31日までとします。当該
宿泊権NFTの有効期間内に、当該宿泊権NFTを用いた宿泊施設の宿泊予約及び宿泊がな
されなかった場合には、当該宿泊権NFTにより宿泊施設の宿泊予約及び宿泊をすることはで



きなくなります。この場合、宿泊権NFTの有効期間の満了⽇の翌⽇以後、当該宿泊権NFTは
無効となり、利用することができなくなります。

4. 宿泊権NFT保有者は、宿泊施設の宿泊約款に定める宿泊拒否事由に該当する場合には、第
1項に基づく宿泊予約の申込み及び宿泊施設の宿泊を⾏うことができません。

5. 当社は、宿泊権NFT保有者以外のお客様に対しても宿泊サービスを提供しており、他のお客
様の宿泊予約が確定している⽇は、宿泊権NFT保有者は宿泊予約申込ができないことを、
宿泊権NFT保有者はあらかじめ了承するものとします。

第3条（免責及び代替サービスについて）
1． 前条の規定にかかわらず、以下の各号に掲げる事由のいずれかに該当することにより、当

社⼜はオペレーターが宿泊契約の履⾏が困難であると判断した場合には、宿泊権NFT保有
者は、当該宿泊権NFTに係る宿泊予約の申込みができないことがあり、宿泊契約が成⽴し
たときであっても、当該宿泊契約に基づく宿泊施設の利⽤ができないことがあります。
(1) ⽕災、停電、施設の故障
(2) 天災地変、戦争、政変、ストライキ
(3) 法令・規則等の変更、⾏政処分
(4) その他、オペレーターによる宿泊契約の履⾏が困難な事情があるとき

2． 前項の規定により、宿泊権NFT保有者が、当該宿泊権NFTに係る宿泊予約の申込みができ
なかった場合、⼜は成⽴した宿泊契約に基づく宿泊施設の利⽤ができなかった場合には、
当社は、当社の裁量により、当該宿泊権NFT保有者に対し、別途当社が定める⽇程及び内
容による代替サービス（以下「代替サービス」といいます）を提供することがあります。

3． 宿泊権NFT保有者は、第1項に該当することにより、当該宿泊権NFTに係る宿泊予約の申
込みができなかった場合、⼜は成⽴した宿泊契約に基づく宿泊施設の利⽤ができなかった
場合において、当該宿泊権NFTの表章する権利の内容が、代替サービスの提供を受けるこ
とができる権利に変更されることについて、あらかじめ同意したものとします。これらに該当
する場合であっても、宿泊権NFT保有者は、当社⼜はオペレーターに対して⾦銭による補償
等を請求することは⼀切できないものとします。

第4条（キャンセル）
1． 宿泊権NFT保有者は、第2条第2項に基づく宿泊権NFTの送付前までは、予約サイトにおい

て宿泊契約のキャンセル・予約変更を行うことができます。
2． 宿泊権NFT保有者は、第2条第2項に基づく宿泊権NFTの送付後は、宿泊日の10日前まで

に限り、予約サイトにおいて宿泊契約のキャンセル・予約変更を行うことができます。予約変
更の場合には、当社が宿泊権NFT保有者から送付を受けた宿泊権NFTを変更後の予約に
充当するものとし、キャンセルの場合には、当社から宿泊権NFTを1週間程度を目途に返却
します。

3． 予約サイト上で、キャンセルの申込みを受け付けた旨の表⽰がされた時点で、宿泊契約が
キャンセルされます。

4． 第2条第2項並びに本条第1項及び第2項に基づくキャンセルの場合には、宿泊権NFT保有
者は、当該宿泊権NFTを再度使用して宿泊予約をすること、及び当該宿泊権NFTの譲渡が
可能です。これ以外のキャンセル（当社に無断で宿泊施設に宿泊しない場合も含みます）に
ついては、当該宿泊権NFTを再度利⽤して宿泊予約をすること及び宿泊施設に宿泊するこ
と、並びに当該宿泊権NFTの譲渡はできません。

5． 当社は、第2項に定める場合のほか、宿泊権NFT保有者の送付した宿泊権NFTの返却を行
いません。

6． 宿泊料以外のオプションサービスに関するキャンセル料については、宿泊約款の定めに従
います。

第5条（宿泊権NFTの譲渡）
1. 宿泊権NFT保有者は、保有する未使用の宿泊権NFTを第三者に譲渡することができます。
2. 宿泊権NFTを譲渡したユーザーは、当該宿泊権NFTを譲渡した時点で、当該宿泊権NFTが

表章する権利を失います。



3. 宿泊権NFTが表章する権利は、宿泊権NFTと切り離して譲渡することはできません。ユー
ザーが、宿泊権NFTが表章する権利を、宿泊権NFTと切り離して譲渡しようとした場合、その
時点で当該宿泊権NFTは無効となり、その表章する権利は消滅するものとします。

4. 宿泊権NFTの譲渡に関して、法令、本ルール等若しくは本規約に違反する⾏為があった場合
⼜は著しく不適切な⾏為があったと当社が判断した場合、当社は、当該宿泊権NFT及びその
表章する権利を停⽌、制限⼜は消滅させることがあります。また、当社は、本項に基づく措置
によって譲渡⼈⼜は譲受⼈に生じる損害等について、当社の故意⼜は重過失に基づく場合
を除き、⼀切責任を負わないものとします。

第6条（本ルールの適用関係）
宿泊契約が成⽴した場合には、当該宿泊契約に関する宿泊施設の宿泊約款等が適⽤されるも
のとします。当該宿泊約款等と本ルールが矛盾する場合には、本ルールが優先して適⽤されるも
のとします。

以上

本ルールは2024年1月30日から実施するものとします。
2024年1月30日初版


